
別記様式（第７条関係） 

重点事務事業進行管理表 

 

年度 令和７年度 № ４ 進行管理者 市民部長／企画財政部長 

事務事業名 ＤＸ・デジタル化推進事業（書かない窓口実施事業） 

事業の概要 
各種申請書等について、市民が書かなくても手続を行える「書かない窓口」を導入す

る事業 

これまでの 

経 過 

 本市における書かない窓口は、必要に応じて来庁者が市民課で発行される受付番号や

二次元コード付きの手続案内票を持って窓口をまわる個別受付型で実施することとされ

た。昨年度実施したＢＰＲにより、業務フローの確認及び見直しが図られた。また、書

かない窓口システムは、本市が導入している基幹システムと同様のベンダーが開発した

ものを採用することが決定された。 

本 年 度 の 

予 算 措 置 
総事業費 １３４，４６１千円 

う ち 

一般財源 
３７，２３１千円 

本 年 度 の 

目 標 

令和８年２月から書かない窓口を円滑に導入していけるよう、システムへの帳票の設

定及び各業務システムを操作するためのＲＰＡのシナリオ作成を行うとともに、市民課

をはじめとした窓口カウンター等の整備を年内に実施する。 

上 半 期 の 

計画と実績 

計 

 

画 

・書かない窓口導入に向けたワーキ

ンググループ（以下「ＷＧ」という。）

の設置（４月） 

・ＷＧによるシステムへ格納する帳

票及び設問について審議・検討（５月

～６月） 

・ＲＰＡのライセンス購入及びシナ

リオ作成の業務委託契約の締結（８

月） 

・カウンター等の整備工事契約の締

結（７月～８月） 

実 

 

績 

・書かない窓口導入に向けたＷＧの設

置（５月） 

 

・ＷＧによるシステムへ格納する帳票

及び設問について審議・検討（５月～） 

 

・ＲＰＡのライセンス購入及びシナリ

オ作成の業務委託契約の締結（８月） 

 

・カウンター什器の購入契約の締結（９

月） 

下 半 期 の 

計画と実績 

計 

 

画 

・ＷＧによるＲＰＡの利用方法等及

び市民向けアンケートの実施方法等

の審議・検討（１０月～１２月） 

・カウンター等の整備工事（～１２

月） 

・システムを利用する担当課職員を

対象としたシステム操作研修の実施

（令和８年１月） 

・書かない窓口の実施（令和８年２

月） 

実 

 

績 

・ＷＧによるＲＰＡの利用方法等及び

市民向けアンケートの実施方法等の審

議・検討（令和８年１月） 

・カウンター等の整備工事（令和８年１

月） 

 

・システムを利用する担当課職員を対

象としたシステム操作研修の実施（令和

８年１月） 

・書かない窓口の実施（令和８年２月９

日） 



別記様式（第７条関係） 

中 間 評 価 

達 成 度 目標以下   ・   目標どおり   ・   目標以上 

取 組 の 

成 果 

令和８年２月からの開始に向け、ＷＧによるワークショップを３回及びか

んたん窓口システムに関する相談会２回を開催したが、目標時期まで設定作

業等が完了しなかった。そのため、各部署の実態把握のための調査を行い、

設定作業等が完了していない部署への応援体制を確立していく予定である。 

また、カウンター等の整備工事については、内容を再調整し、電気等の工

事とカウンター什器の購入に分け、担当部署ごとに契約手続を進めており、

カウンター什器の購入については、９月に契約締結ができたが、工事につい

ては仕様を調整し、１１月中に契約手続が行えるよう準備をしていく予定で

ある。 

期 末 評 価 

達 成 度 目標以下   ・   目標どおり   ・   目標以上 

取 組 の 

成 果 

かんたん窓口システムの設定作業については、各部署への応援体制を整備

し、運用開始に間に合うよう実施した。また、カウンター什器及び必要とな

る備品等の購入についても予定通り実施することができ、カウンター等の整

備工事を令和８年１月に実施し、計画どおり令和８年２月９日から書かない

窓口の運用を開始した。 

事 業 費

の 実 績 
総事業費 ４９，４０６千円 

う ち 

一般財源 
２４，７０４千円 

今 後 の 

方 針 

 かんたん窓口システムの改善及びＲＰＡのエラー発生率の減少に努め、来

庁者の満足度及び業務効率化の向上を推進する。 

（日本産業規格Ａ列４番） 


